


実践！建設業のためのアスベスト対策
—被害者にも加害者にもならないために—

はじめに
本書の用語の捉え方

第1章　現場で何が起こっているのか！？
1-1　「発注者責任」の不在
1-2　発注者のもう一つの役割
1-3　何がアスベスト・リスクなのか？
　コラム　「資産価値を左右するアスベスト」
1-4　今、施工の現場では？

第2章　建設業とアスベスト
2-1　新しい技術領域　「負の遺産」処理
2-2　解体期を迎える膨大な建築ストック
2-3　拡散、浮遊、再飛散するアスベスト
2-4　危険にさらされてきた建設作業従事者
2-5　誰が被害者であってもおかしくない
2-6　前向きな発想が現場を変える

第3章　建設現場のアスベスト対策実践編
3-1　発注者と近隣住民への説明と対応
　3-1-1　発注者対応の基本は、説明責任を果たすこと
　3-1-2　重要な「リスク・コミュニケーション」
　3-1-3　費用と時間がかかる
3-2　なぜ事前調査は重要か？
　3-2-1　正しい情報の収集を。自分の目で確認し、わからないときは人に聞く
　3-2-2　アスベスト含有の分析は最小限に仕上げは確認と記録の保存
　コラム　「アスベストの分析」
3-3　除去作業の基本
　3-3-1　基本は作業者への教育と情報公開
　3-3-2　作業の準備
　3-3-3　設備
　3-3-4　安全衛生をサポートする体制づくり
3-4　さらに慎重に——吹付けの除去
　3-4-1　準備と届出
　3-4-2　隔離とセキュリティゾーンの設置



　3-4-3　保護具
　3-4-4　吹付け除去作業
　3-4-5　最後まで気を抜かないで。除去したアスベストの処理と清掃
3-5　侮るなかれ成形板の除去
　3-5-1　湿潤化、手ばらし、養生
　3-5-2　高所作業は安全対策が大事
　3-5-3　再発じんを防ぐ「4S」
3-6　清掃、廃棄、メンテナンスも工程のうち
3-7　緊急時に備える

第4章　建設業で働く人を守る
4-1　アスベスト作業従事者の健康管理
4-2　どうなる？　「もしも」のときの補償

第5章　あなたと会社を守る「法令順守」

付録

あとがきにかえて


